
本社 〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1　TEL（078）272-5915　https://www.kobelcokaken.co.jp/
コベルコ科研・技術ノート こべるにくす　 Vol.33, No.61 OCT. 2025　コベルコ科研「こべるにくす」編集委員会
発行

「こべるにくす」は（株）コベルコ科研の登録商標です。

コベルコ科研・技術ノート

OCTOBER. 2025

No.61
Vol.33#こべるにくす

Contents

特集テーマ 半導体・パワーモジュール評価技術

■新技術・新製品のご紹介
■コベルコ科研社員の学協会発表記録
■コラム【＃こべるにくす】：太陽と海の恵みと、人類の未来

大型破壊靭性試験

“加熱発生ガス分析”で読み解く材料特性

Focus 技術再発見
■コラム「ここにも科学」：色の変化はなぜ起こる？「紅葉」に潜むサイエンス

次世代半導体を支える3D実装技術とその評価法

ペロブスカイト太陽電池の評価技術

高分解能RBS/ERDAによる半導体材料表面の結晶性および組成分布評価

半導体製造プロセスシミュレーション技術の紹介

コンデンサバンクをもちいた大電流・高電圧試験技術

ATechnical Report

BTechnical Report

CTechnical Report

DTechnical Report

ETechnical Report

FTechnical Report

GTechnical Report

23

27

31

32

33

34

36

    裏表紙

高圧水素が樹脂材料の機械特性に及ぼす影響に関する考察

大型落錘試験装置による小衝突エネルギー試験技術の確立

1 

7 

11

15

19

太陽と海の恵みと、人類の未来
この原稿を書いている今日は9月15日、気象学の定義では

すでに秋ですが、連日うだるような暑さが続いています。読者

の皆さんもここ最近、年を追うごとに夏の暑さが厳しくなって

いるとお感じのことでしょう。

温暖化の主要因は二酸化炭素をはじめとする温室効果

ガスの増加とされていますが、都市部では気温が郊外よりも

高くなる「ヒートアイランド現象」がこれに拍車をかけていま

す。コンクリートやアスファルトが昼間の太陽熱を蓄積し、夜

間に放熱し続けることに加え、生活に欠かせないエアコンが

室内の気温を下げる代わりに、大量の排熱を屋外に放出して

いることが大きな要因です。

さらに近年、注目されるのがコンピュータのデータセンター

からの排熱です。デジタル化の進展に伴い世界のデータセン

ターの消費電力は急激に増加、国際エネルギー機関の推計

では、2022年時点で全世界の電力消費の約1.3％を占めて

います。データセンターでは半導体チップの発熱を抑えるため

大量の冷却システムが稼働し、その排熱が都市部の気温上

昇に寄与している現実もあります。AI利用の爆発的増加で、

さらに電力量と排熱量が上昇することは確実です。

人間の活動が地球を温め続ける一方、地球上には天然の

「冷却システム」が存在します。その最大の役割を担うのが

「海洋」です。海洋は大気中の人為起源の二酸化炭素の約

30％を吸収し、海中に固定することで大気中の成分を安定さ

せてきました。しかし近年では、温暖化による海水温上昇によ

り、この吸収能力の低下が懸念されています。さらに深刻な

のは光合成によって酸素を供給し、二酸化炭素を固定する海

藻類の世界的な減少です。特に沿岸域のコンブやワカメなど

の大型海藻の藻場が消失する「磯焼け」現象が世界各地で

報告されており、海洋生態系の基盤が脅かされています。

こうした状況の中で、本号で紹介される太陽光発電や電力

使用を削減する新半導体技術の意義は一層重要性を増して

います。NASAや国際エネルギー機関のデータから、太陽か

ら地球に1時間に降り注ぐエネルギーと、人類が1年間に消

費するエネルギーの量はほぼ一緒であることがわかっていま

す。つまり太陽光を十分に活用できる技術が確立できれば、

地球温暖化やエネルギーの問題は、解決できてしまう可能性

があるのです。

そもそも地球上のほぼすべての生命体のエネルギー源も、

最終的には太陽光にたどり着きます。植物や藻類が行う光合

成は、太陽光を化学エネルギーに変換する生物学的な「太陽

光発電」とも言える仕組みであり、化石燃料でさえ太古の昔に

原始藻類の光合成によって蓄積された太陽エネルギーの化

石化したものです。

一方、もしこのまま地球温暖化が進行し続けるなら、気候

変動による異常気象の頻発、海面上昇による沿岸部への影

響、生態系の破綻による食料危機が現実のものとなる可能性

があります。実際ここ最近、日本では野菜や米などの生鮮食

品類の値上げが続いています。これは単なる経済要因だけで

なく、記録的猛暑、予測困難な豪雨、長期間の干ばつなど、従

来の農業サイクルでは対応しきれない異常気象の常態化が

原因で起きています。

さらに憂慮すべきは、気候変動が戦争をも引き起こすとい

う現実です。水資源の枯渇や農地の砂漠化は、大規模な人口

移動を引き起こし、資源をめぐる国際的な緊張を高めていま

す。ロシアとウクライナの戦争、イスラエルによるガザへの

攻撃を筆頭に世界で軍事的衝突が激化していますが、多くの

紛争の背景にはエネルギーや資源の争奪戦があり、気候変

動がもたらす環境ストレスが国際情勢の不安定化に拍車をか

けていることは否定できません。

地球温暖化がもたらすマイナスの現象が誰の目にも明らか

になってきた今だからこそ、地球に膨大なエネルギーを送り

続けている太陽と、大気の巨大な循環を支えている海洋の力

を、人類は再認識すべきではないでしょうか。太陽と海の自然

の恵みを最大限に活用し、調和を保ちながら発展していける

かどうかが、人類の運命の分水嶺となるはずです。
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